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いきなり，立ち止まる

☺レファ協というプラットフォーム
☺ありゃ，プラットフォームでしたか？

☺コロナ時代のレファレンス・サービスを考える
☺いやあ，コロナ時代と非コロナ時代とを対比しますか？

☺今回の事業フォーラムでは，コロナウイルスの影響下
において，レファ協を含めた非来館型のレファレンス・
サービスに力を入れた参加館の取組を共有する。
☺うーむ，非来館型がいきなり出てきましたか？

☺また，レファレンス・サービス情報のプラットフォームと
してのレファ協の意義を確認した上で，今後のレファレ
ンス・サービスとレファ協の活用可能性について意見
交換を行う機会とする。
☺えーと，レファレンス・サービス情報ですか？



プラットフォーム（ホーム）とは（１）

☺『デジタル大辞泉』 by コトバンク

<https://kotobank.jp/word/%E3%83%97%E3%83%A9%E3%83%83%E3%83
%88%E3%83%9B%E3%83%BC%E3%83%A0-12751>

（最終アクセス 2021.3.10 ）

https://kotobank.jp/word/%E3%83%97%E3%83%A9%E3%83%83%E3%83%88%E3%83%9B%E3%83%BC%E3%83%A0-12751


プラットフォーム（ホーム）とは（２）

☺『図書館情報学用語辞典』第５版 by コトバンク

<https://kotobank.jp/word/%E3%83%97%E3%83%A9%E3%83%83%E3%83
%88%E3%83%95%E3%82%A9%E3%83%BC%E3%83%A0-2749>

（最終アクセス 2021.3.10 ）

https://kotobank.jp/word/%E3%83%97%E3%83%A9%E3%83%83%E3%83%88%E3%83%95%E3%82%A9%E3%83%BC%E3%83%A0-2749


ちょいと無理矢理，訳してみます

レファ協の文脈では，

レファレンスサービス情報
交換基盤

でしょうか？



COVID-19のおかげで，RSは‥

☺図書館における影響
☺レファレンスデスクにおける対面型ＲＳの制限

☺調査活動における情報源へのアクセス

☺調査活動における施設・設備の使用制限

☺利用者における影響
☺図書館の情報源を利用できないことの悪影響

☺ウェブ情報源への過度の依存

☺調査活動におけるＲＳの除外意識の助長

☺気づかされた至らぬ面
☺非来館型質問回答サービス

☺情報源への遠隔利用

☺情報源のデジタル化

☺緊急時の公衆送信権の制限



非来館型ＲＳとしてのDRS/VRSについて

☺『図書館情報学用語事典』第５版 by コトバンク の
「デジタルレファレンスサービス」

<https://kotobank.jp/word/%E3%83%87%E3%82%B8%E3%82%BF%E3%8
3%AB%E3%83%AC%E3%83%95%E3%82%A1%E3%83%AC%E3%83%B3%E3%
82%B9%E3%82%B5%E3%83%BC%E3%83%93%E3%82%B9-1703334>

（最終アクセス 2021.3.10 ）

https://kotobank.jp/word/%E3%83%87%E3%82%B8%E3%82%BF%E3%83%AB%E3%83%AC%E3%83%95%E3%82%A1%E3%83%AC%E3%83%B3%E3%82%B9%E3%82%B5%E3%83%BC%E3%83%93%E3%82%B9-1703334


伝統型を展開させたDRS/VRSを探ると

The Library of Congress - Ask a Librarian

The British Library - Reference Enquiry Team

https://ask.loc.gov/
https://www.bl.uk/help/reference-enquiry-team


チャットボットとシームレスな関係を

☺海外における導入の試み（例）
☺University of Oklahoma Libraries - Bizzy

☺日本における実証実験の開始
☺東京都立図書館

☺福岡県立図書館

☺飯能市立図書館

https://libraries.ou.edu/content/introducing-bizzy


DRS/VRSでは解決しない課題もありそう

☺遠隔利用における情報源の公衆送信に関する課題
☺著作権法における公衆送信権の制限

☺公衆送信を可能にする情報源の性質・種類・分量

☺著作者の権利に対する補償

☺文化庁文化審議会著作権分科会における議論
☺３１条３項関係

☺入手困難資料の国立国会図書館からの送信

☺３１条１項１号関係

☺図書館による情報源の一部の送信

☺レファ協との関係
☺各種データベースにおける典拠資料データの登録

☺分量の多いテキストデータ

☺画像データの添付



プラットフォームに期待しよう

☺コモンとして
☺参加館にとって

☺もっと低く：参加の促進

☺もっと平たく：事例データベースばかりではなく

☺もっと載せやすく：登録データの拡大

☺利用者にとって

☺低い：いつの間にかアクセスできるように

☺平たい：いろいろなデータが眺められるように

☺載せやすい：フィードバックもデータに

☺ハブとして
☺地域内・地域間の接着剤として

☺地域の継承課題の共有

☺組織内・組織間の連結器として

☺組織の共通目標の達成



ご静聴（？） ありがとう ございました

お
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ま
い


